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(57)【要約】
【課題】ゆず肌の発生が低減され、粘着剤層の白濁が防止できて、かつ、優れた紫外線吸
収性能を有するウィンドウフィルムを提供する。
【解決手段】基材と、基材上に設けられた粘着剤層とを有するウィンドウフィルムであっ
て、粘着剤層は、アクリル系共重合体及びトリアジン系紫外線吸収剤を含有し、アクリル
系共重合体は、メチルアクリレートモノマー単位を、該アクリル系共重合体の固形分を基
準として１～２０質量％含有し、粘着剤層は、トリアジン系紫外線吸収剤を、アクリル系
共重合体１００質量部に対して、１０～２０質量部含有し、ＪＩＳ　Ｋ７３７４：２００
７に準拠した写像性測定装置を使用し、ウィンドウフィルムの粘着剤層を光源に向けた状
態で試料台に設置し、試料台角度４５度、透過モード、くし幅０．１２５ｍｍにて測定し
た写像性が８０～１００％である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、前記基材上に設けられた粘着剤層とを有するウィンドウフィルムであって、
　前記粘着剤層は、アクリル系共重合体及びトリアジン系紫外線吸収剤を含有し、
　前記アクリル系共重合体は、メチルアクリレートモノマー単位を、該アクリル系共重合
体の固形分を基準として１～２０質量％含有し、
　前記粘着剤層は、前記トリアジン系紫外線吸収剤を、前記アクリル系共重合体１００質
量部に対して、１０～２０質量部含有し、
　ＪＩＳ　Ｋ７３７４：２００７に準拠した写像性測定装置を使用し、ウィンドウフィル
ムの粘着剤層を光源に向けた状態で試料台に設置し、試料台角度４５度、透過モード、く
し幅０．１２５ｍｍにて測定した写像性が８０～１００％であるウィンドウフィルム。
【請求項２】
　前記トリアジン系紫外線吸収剤が下記一般式（Ａ－１）で表される、請求項１に記載の
ウィンドウフィルム。

【化１】

　Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２は、独立に、水酸基、アルキル基、アルキルオキシ基又はア
ルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基であって、Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２のうち少
なくとも一つは水酸基である。
　Ｒ１３、Ｒ２３及びＲ３３は、独立に、水素原子又はアルキル基であって、水素原子又
は炭素数１～８のアルキル基であってもよく、水素原子又はメチル基であってもよく、水
素原子であってもよい。
　Ｒ１４、Ｒ２４及びＲ３４は、独立に、水酸基、アルキルオキシ基、アルキル基、ヒド
ロキシアルキルオキシ基、アルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基、３－アルキルオ
キシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ基又はアルキルカルボニルオキシ基である。
【請求項３】
　前記粘着剤層は前記アクリル系共重合体を主成分として含有し、前記アクリル系共重合
体は、架橋性の官能基を有しない炭素数４～５の重合性モノマー単位を、前記アクリル系
共重合体の固形分を基準として１０～７０質量％含有し、
　前記粘着剤層の７０℃における貯蔵弾性率が１６～８０ｋＰａである、請求項１又は２
に記載のウィンドウフィルム。
【請求項４】
　幅２５ｍｍに切断したウィンドウフィルムを、２ｋｇローラーを使用して圧着回数一往
復でフロートガラス板に圧着し、２３℃、相対湿度５０％の環境下で２４時間放置後に、
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剥離速度３００ｍｍ／分、剥離角度１８０°で測定した粘着力が１０～１５Ｎ／２５ｍｍ
である、請求項１～３のいずれか一項に記載のウィンドウフィルム。
【請求項５】
　前記アクリル系共重合体の重量平均分子量が、５００，０００～９００，０００である
、請求項１～４のいずれか一項に記載のウィンドウフィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウィンドウフィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウィンドウフィルムとは、自動車、建築物等の窓ガラスに、太陽光中の紫外線カット、
飛翔昆虫誘引阻止、プライバシーの保護、防犯、ガラスの飛散防止、装飾等を目的として
貼付される粘着フィルムであり、広く利用されている。
【０００３】
　ところで、ガラスに貼られた状態のウィンドウフィルムを通して見た像がクリアになら
ず、ゆず肌状（まだら状）に見える場合がある。この現象は、ウィンドウフィルムの粘着
剤層の表面に凹凸が発生することに起因する。ゆず肌が発生するウィンドウフィルムは、
外観が不良であるとして、市場における製品の訴求力の低下につながる場合がある。
【０００４】
　ウィンドウフィルムの粘着剤層の表面に凹凸が発生する原因の１つとして、粘着剤層に
対するセパレート材の剥離力が高すぎることが考えられている。ゆず肌の発生を防止する
ウィンドウフィルムとして、例えば、特許文献１には、粘着層に対するセパレート材の剥
離力が１．０～１０．０ｇｆ／２５ｍｍであることを特徴とする粘着フィルムが提案され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－８０６８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　発明者らは、ウィンドウフィルムの製造工程のうち、ウィンドウフィルムをロール状に
巻いた状態で保管する工程において、ロール状に巻かれたウィンドウフィルムのロールの
芯部にかかる圧力によって、ウィンドウフィルムの粘着剤層が変形し、ゆず肌が発生する
ことを見出した。
【０００７】
　また、発明者らは、従来のウィンドウフィルムには、ゆず肌の発生が低減されたものと
、ゆず肌が発生しやすいものが存在し、ゆず肌の発生が低減されたウィンドウフィルムは
、粘着剤層のアクリル系共重合体中のメチルアクリレートモノマー単位の含有量が不足す
る傾向にあることを見出した。
【０００８】
　優れた紫外線吸カット・飛翔昆虫誘引阻止のためには、粘着剤層に、３００～４００ｎ
ｍ程度の波長の紫外線を効果的に遮ることのできるトリアジン系の紫外線吸収剤を使用す
ることが考えられる。
　更に、発明者らは、このゆず肌の発生が低減されるウィンドウフィルムにおいて、優れ
た紫外線吸カット性能・飛翔昆虫誘引阻止性能を付与する目的で粘着剤層にトリアジン系
の紫外線吸収剤を含有させることを試みたところ、粘着剤層に白濁が生じやすいものと、
生じないものが存在することを見出した。
【０００９】
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　そこで、本発明は、ゆず肌の発生が低減され、粘着剤層の白濁が防止できて、かつ、粘
着剤層において紫外線吸収性能が付与されたウィンドウフィルムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は以下の通りである。
（１）基材と、前記基材上に設けられた粘着剤層とを有するウィンドウフィルムであって
、
　前記粘着剤層は、アクリル系共重合体及びトリアジン系紫外線吸収剤を含有し、
　前記アクリル系共重合体は、メチルアクリレートモノマー単位を、該アクリル系共重合
体の固形分を基準として１～２０質量％含有し、
　前記粘着剤層は、前記トリアジン系紫外線吸収剤を、前記アクリル系共重合体１００質
量部に対して、１０～２０質量部含有し、
　ＪＩＳ　Ｋ７３７４：２００７に準拠した写像性測定装置を使用し、ウィンドウフィル
ムの粘着剤層を光源に向けた状態で試料台に設置し、試料台角度４５度、透過モード、く
し幅０．１２５ｍｍにて測定した写像性が８０～１００％であるウィンドウフィルム。
（２）前記トリアジン系紫外線吸収剤が下記一般式（Ａ－１）で表される、（１）に記載
のウィンドウフィルム。
【化１】

　Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２は、独立に、水酸基、アルキル基、アルキルオキシ基又はア
ルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基であって、Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２のうち少
なくとも一つは水酸基である。
　Ｒ１３、Ｒ２３及びＲ３３は、独立に、水素原子又はアルキル基であって、水素原子又
は炭素数１～８のアルキル基であってもよく、水素原子又はメチル基であってもよく、水
素原子であってもよい。
　Ｒ１４、Ｒ２４及びＲ３４は、独立に、水酸基、アルキルオキシ基、アルキル基、ヒド
ロキシアルキルオキシ基、アルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基、３－アルキルオ
キシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ基又はアルキルカルボニルオキシ基である。
（３）前記粘着剤層はアクリル系共重合体を主成分として含有し、前記アクリル系共重合
体は、架橋性の官能基を有しない炭素数４～５の重合性モノマー単位を、アクリル系共重
合体の固形分を基準として１０～７０質量％含有し、
　前記粘着剤層の７０℃における貯蔵弾性率が１６～８０ｋＰａである、（１）又は（２
）に記載のウィンドウフィルム。
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（４）幅２５ｍｍに切断したウィンドウフィルムを、２ｋｇローラーを使用して圧着回数
一往復でフロートガラス板に圧着し、２３℃、相対湿度５０％の環境下で２４時間放置後
に、剥離速度３００ｍｍ／分、剥離角度１８０°で測定した粘着力が１０～１５Ｎ／２５
ｍｍである、（１）～（３）のいずれか一項に記載のウィンドウフィルム。
（５）前記アクリル系共重合体の重量平均分子量が、５００，０００～９００，０００で
ある、（１）～（４）のいずれか一項に記載のウィンドウフィルム。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ゆず肌の発生が低減され、粘着剤層の白濁が防止できて、かつ、優れ
た紫外線吸収性能を有するウィンドウフィルムを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　１実施形態において、本発明は、基材と、前記基材上に設けられた粘着剤層とを有する
ウィンドウフィルムであって、前記粘着剤層は、アクリル系共重合体及びトリアジン系紫
外線吸収剤を含有し、前記アクリル系共重合体は、メチルアクリレートモノマー単位を、
該アクリル系共重合体の固形分を基準として１～２０質量％含有し、前記粘着剤層は、前
記トリアジン系紫外線吸収剤を、前記アクリル系共重合体１００質量部に対して、１０～
２０質量部含有する。
【００１３】
　ゆず肌の発生を防ぐためには、粘着剤層に用いるアクリル系共重合体において、比較的
極性の高いメチルアクリレートモノマー単位を多く含むことが必要である。ところが、ア
クリル系共重合体中にメチルアクリレートモノマー単位が過剰に含まれると、粘着剤層に
用いるトリアジン系紫外線吸収剤の立体的障害から白濁する傾向にある。粘着剤層に紫外
線吸収性能が付与された本発明のウィンドウフィルムにおいて、アクリル系共重合体が、
メチルアクリレートモノマー単位を、該アクリル系共重合体の固形分を基準として１～２
０質量％含有し、粘着剤層が、前記トリアジン系紫外線吸収剤を、前記アクリル系共重合
体１００質量部に対して、１０～２０質量部含有することによって、ゆず肌の発生が低減
され、かつ粘着剤層の白濁を防止することができる。
【００１４】
（ウィンドウフィルム）
　本実施形態のウィンドウフィルムは、基材と、基材上に設けられた粘着剤層とを有する
。基材の材質には特に制限はなく、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレン
ナフタレート等のポリエステル系樹脂；ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ４－メチル
ペンテン－１、ポリブテン－１等のポリオレフィン系樹脂；ポリカーボネート系樹脂；ポ
リ塩化ビニル系樹脂；ポリエーテルサルフォン系樹脂；ポリエチレンサルファイド系樹脂
；スチレン系樹脂；アクリル系樹脂；ポリアミド系樹脂；セルロースアセテート等のセル
ロース系樹脂等からなるフィルム又はこれらの積層フィルムが挙げられる。
【００１５】
　基材の厚さには特に制限はなく、使用目的に応じて適宜選定すればよいが、例えば５～
２００μｍであり、例えば１０～１００μｍである。基材は、透明であってもよく、着色
されていてもよく、例えば、アルミニウム、金、銀、銅、ニッケル、コバルト、クロム、
スズ、インジウム等の金属が蒸着されていてもよい。
【００１６】
　基材は、基材上に設けられる層との密着性を向上させる目的で、片面又は両面に、酸化
法や凹凸化法等により、表面処理が施されていてもよい。上記酸化法としては、例えばコ
ロナ放電処理、クロム酸処理（湿式）、火炎処理、熱風処理、オゾン・紫外線照射処理等
が挙げられる。また、凹凸化法としては、例えば、サンドブラスト法、溶剤処理法等が挙
げられる。
【００１７】
　ウィンドウフィルムの粘着剤層の上には、粘着剤層の保護等を目的として、剥離シート
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が設けられていてもよい。剥離シートとしては、例えばポリエチレンテレフタレート、ポ
リプロピレン等の各種プラスチックフィルムに、シリコーン樹脂等の剥離剤を塗付したも
の等が挙げられる。剥離シートの厚さには特に制限はないが、例えば２０～１５０μｍ程
度である。ウィンドウフィルムを使用する場合は、剥離シートを剥がし、粘着剤層が対象
物に接するようにして貼付すればよい。ウィンドウフィルムの粘着剤層の構成については
後述する。
【００１８】
　基材は、粘着剤層と反対側の面に、ハードコート層が設けられているものであってもよ
い。
　ハードコート層は、基材の粘着剤層と反対側の面に、ハードコート剤を塗布することに
より得られる。ハードコート剤としては、紫外線（ＵＶ）および電子線硬化型塗料、シリ
コーン系ハードコート剤、フォスファゼン樹脂系ハードコート剤などを用いることができ
る。上記のハードコート剤の中でも、材料コストや、ハードコート層を形成する工程上の
平易さ、組成の自由度などの点から、ＵＶ硬化型塗料を用いることができる。ＵＶ硬化型
塗料としては、ビニル重合型、ポリチオール・ポリエン型、エポキシ型、アミノ・アルキ
ド型のものなどを用いることができる。
【００１９】
（写像性）
　ウィンドウフィルムの写像性の測定には、ＪＩＳ　Ｋ７３７４：２００７に準拠した写
像性測定装置を使用することができる。具体的な写像性測定装置としては、例えば、「Ｉ
ＣＭ―１Ｔ」（商品名、スガ試験機株式会社製）が挙げられる。
【００２０】
　写像性の測定は、製造からある程度の時間が経過したウィンドウフィルムを試料として
行うことができる。例えば、店頭で販売されているウィンドウフィルムを試料として写像
性を測定してもよい。
【００２１】
　あるいは、ウィンドウフィルムの製造後できるだけ短期間で写像性を測定する場合には
、次のような処理を行ったウィンドウフィルムを試料としてもよい。
【００２２】
　まず、樹脂フィルム基材の片面に粘着剤層を形成し、ウィンドウフィルムを作製する。
粘着剤層を形成する方法としては、例えば、樹脂フィルム等の基材の片面に粘着剤組成物
を公知の方法で直接塗布し、加熱乾燥等により溶媒を除去して粘着剤層を形成する方法が
挙げられる。あるいは、剥離シート上に粘着剤組成物を公知の方法で塗布し、溶媒を除去
して粘着剤層を形成した後、これを樹脂フィルム等の基材の片面に貼着し、該粘着剤層を
転写する方法等が挙げられる。溶媒除去後の粘着剤層の厚さは、例えば５～１００μｍで
あり、例えば１０～６０μｍである。
【００２３】
　続いて、得られたウィンドウフィルムを、ゆず肌がより発生しやすい環境下に置く。具
体的には、ウィンドウフィルムを適切な面積（例えば１５×７ｃｍ）に切断し、ウィンド
ウフィルムの作製後３時間以内に、３０枚積層させて２枚のフロートガラス板の間に挟む
。これに１９６ｍＮ／ｃｍ２の荷重を加えて７０℃環境下に１週間静置させる。この操作
は、ウィンドウフィルムの製造工程のうち、ウィンドウフィルムをロール状に巻いた状態
で保管する工程を再現するものである。
【００２４】
　続いて、２３℃、５０％相対湿度環境下１日以上放置し、調温調湿させる。その後、フ
ロートガラス板からウィンドウフィルムを取出し、写像性を測定する試料とする。
【００２５】
　写像性の測定は、次のようにして行う。まず、ウィンドウフィルムの粘着剤層上に剥離
シートが存在する場合にはこれを剥がす。続いて、ウィンドウフィルムの粘着剤層を光源
に向けた状態で写像性測定装置の試料台に設置し、試料台角度４５度、透過モード、くし
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幅０．１２５ｍｍにて写像性を測定する。具体的には、試料の透過光の光線軸に直交する
光学くしを移動させて、光線軸上にくしの透過部分が存在する時の光量（Ｍ）と、くしの
遮光部分が存在する時の光量（ｍ）を求め、両者の差（Ｍ－ｍ）と和（Ｍ＋ｍ）との比率
を以下の式（１）により計算し、写像性を算出する。
　写像性（％）＝（Ｍ－ｍ）／（Ｍ＋ｍ）×１００　…（１）
【００２６】
　写像性の値が１００％に近いほど、ウィンドウフィルムを通して見た像に歪みがなく、
クリアである。すなわち、写像性の値が１００％に近いほど、ゆず肌の発生が低減されて
いるといえる。本実施形態のウィンドウフィルムは、写像性が８０～１００％である。写
像性は、例えば８０～９０％であってもよく、８５～９０％であってもよい。
【００２７】
（粘着力）
　粘着剤層の粘着力の測定は、製造からある程度の時間が経過したウィンドウフィルムに
対して行うことができる。例えば、店頭で販売されているウィンドウフィルムを試料とし
て粘着力を測定してもよい。あるいは、例えば、製造から１４日後のウィンドウフィルム
を試料としてもよい。
【００２８】
　粘着剤層の粘着力の測定は次のようにして行う。まず、試料のウィンドウフィルムを、
幅２５ｍｍ、長さ２５０ｍｍに切断し、２ｋｇのローラーを使用して圧着回数一往復でフ
ロートガラス板に圧着し、２３℃、相対湿度５０％の環境下で２４時間放置し、調温調湿
させる。続いて、引張試験機を用い、剥離速度３００ｍｍ／分、剥離角度１８０°の条件
で粘着力を測定する。
【００２９】
　本実施形態のウィンドウフィルムは、上記の条件で測定した粘着力が１０～１５Ｎ／２
５ｍｍであってもよい。粘着力は、例えば１２～１５Ｎ／２５ｍｍであってもよく、例え
ば１３～１５Ｎ／２５ｍｍであってもよい。この程度の粘着力があれば、ウィンドウフィ
ルムとして実用上十分である。
【００３０】
（粘着剤層の特性）
　１実施形態において、上記のウィンドウフィルムの粘着剤層は、アクリル系共重合体を
主成分として含有してもよく、当該アクリル系共重合体は、架橋性の官能基を有しない炭
素数４～５の重合性モノマー単位を、アクリル系共重合体の固形分を基準として１０～７
０質量％含有し、上記粘着剤層の７０℃における貯蔵弾性率が１６～８０ｋＰａであって
もよい。また、上記アクリル系共重合体は、重量平均分子量が５００，０００～９００，
０００であってもよい。このようなウィンドウフィルムは、ゆず肌の発生が低減され、粘
着剤層の白濁が防止できて、十分な粘着力を有している。
【００３１】
（粘着剤層及び粘着剤組成物）
　本実施形態のウィンドウフィルムの粘着剤層は、アクリル系共重合体を主成分として含
有してもよい。粘着剤層がアクリル系共重合体を主成分とするとは、粘着剤層が、アクリ
ル系共重合体を、例えば８０質量％以上、又は９０質量％以上含むことを意味する。粘着
剤層は、粘着剤組成物を基材上に塗布し、加熱等により溶媒を除去することにより形成す
る。粘着剤組成物は、アクリル系共重合体の他に、架橋剤、紫外線吸収剤、溶媒、その他
の成分を含有していてもよい。
【００３２】
（アクリル系共重合体）
　上記のアクリル系共重合体は、メチルアクリレートモノマー単位を、該アクリル系共重
合体の固形分を基準として１～２０質量％含有しており、５～２０質量％含有してもよく
、１０～２０質量％含有してもよい。下限値以上であることにより、好適な粘着力を付与
することができ、ゆず肌の発生を防ぐことができる。ところが、アクリル系共重合体中に
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メチルアクリレートモノマー単位が過剰に含まれると、粘着剤層に用いるトリアジン系紫
外線吸収剤の立体的障害から白濁する傾向にあり、上記上限値以下であることにより、粘
着剤層の白濁を防ぐことができる。また、アクリル系共重合体は、架橋性の官能基を有し
ない炭素数４～５の重合性モノマー単位、炭素数が４～５以外であり架橋性の官能基を有
しない重合性モノマー単位、又は架橋性の官能基を有する重合性モノマー単位を含んでい
てもよく、含有する重合性モノマー単位のうち少なくとも１種が（メタ）アクリル酸アル
キルエステルモノマー単位である共重合体を意味する。ここで、（メタ）アクリル酸とは
、アクリル酸又はメタクリル酸を意味する。また、「（メタ）アクリル酸アルキルエステ
ルモノマー単位」とは、上記のアクリル系共重合体を構成する、（メタ）アクリル酸アル
キルエステルモノマーに由来する繰り返し単位を意味する。同様に、「重合性モノマー単
位」とは、上記のアクリル系共重合体を構成する、重合性モノマーに由来する繰り返し単
位を意味する。炭素数が４～５以外であり架橋性の官能基を有しない重合性モノマー単位
の炭素数は、例えば６～１４程度であってよい。
【００３３】
　炭素数が４～５以外であり架橋性の官能基を有しない重合性モノマーとしては、例えば
、エチルメタクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリ
レート、ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メ
タ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリ
レート等が挙げられる。これらのモノマーは、単独で用いてもよいし、２種類以上を併用
してもよい。
【００３４】
　架橋性の官能基を有する重合性モノマーとしては、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、
マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、イソクロトン酸等のカルボキシル基含有単量体又は
その無水物（無水マレイン酸等）；２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、３－ヒ
ドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、
６－ヒドロキシヘキシル（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレ
ート、ビニルアルコール、アリルアルコール等のヒドロキシル基含有モノマー；（メタ）
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチルアクリルアミド等のアミド基含有モノマー；ア
ミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブ
チルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアミノ基含有モノマー；グリシジル（メタ）
アクリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート等のグリシジル基含有モノマー；
アクリロニトリルやメタクリロニトリル等のシアノ基含有モノマー；Ｎ－ビニルピリジン
、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニルピ
ロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾール等の複素環含有ビニル系モノ
マー；ビニルスルホン酸ナトリウム等のスルホン酸基含有モノマー；２－ヒドロキシエチ
ルアクリロイルフォスフェート等のリン酸基含有モノマー；シクロヘキシルマレイミド、
イソプロピルマレイミド等のイミド基含有モノマー；２－メタクリロイルオキシエチルイ
ソシアネート等のイソシアネート基含有モノマー、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、（メタ
）アクリロイルモルホリン等が挙げられる。これらのモノマーは、単独で用いてもよいし
、２種類以上を併用してもよい。
【００３５】
　アクリル系共重合体は、架橋性の官能基を有しない炭素数４～５の重合性モノマー単位
を、アクリル系共重合体の固形分を基準として１０～７０質量％含有してもよい。これに
より、粘着剤層が、高い貯蔵弾性率と粘着力をバランスよく両立しやすくなる。その結果
、ゆず肌の発生が低減され、十分な粘着力を有するウィンドウフィルムを得ることが可能
になる。架橋性の官能基を有しない炭素数４～５の重合性モノマー単位の含有量は、アク
リル系共重合体の固形分を基準として、例えば１０～６０質量％であってもよく、例えば
２０～６０質量％であってもよい。
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【００３６】
　架橋性の官能基を有しない炭素数４～５の重合性モノマー単位としては、例えば、メチ
ル（メタ）アクリレート、エチルアクリレート、酢酸ビニル等が挙げられる。これらのモ
ノマーは、単独で用いてもよいし、２種類以上を併用してもよい。
【００３７】
　アクリル系共重合体の重量平均分子量は、例えば５００，０００～９００，０００であ
ってもよく、例えば５５０，０００～８５０，０００であってもよく、例えば６００，０
００～８００，０００であってもよい。アクリル系共重合体の重量平均分子量がこの範囲
であると、粘着剤層が、高い貯蔵弾性率と粘着力をバランスよく両立しやすくなる。
【００３８】
（紫外線吸収剤）
　トリアジン系紫外線吸収剤としては、特許第５５２５１８３号、特許第５５４６７０６
号等に開示された公知の紫外線吸収剤を用いることができ、例えば、下記一般式（Ａ－１
）で表される化合物であってもよい。
【００３９】
【化２】

【００４０】
　Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２は、独立に、水酸基、アルキル基、アルキルオキシ基又はア
ルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基であって、Ｒ１２、Ｒ２２及びＲ３２のうち少
なくとも一つは水酸基である。
　Ｒ１３、Ｒ２３及びＲ３３は、独立に、水素原子又はアルキル基であって、水素原子又
は炭素数１～８のアルキル基であってもよく、水素原子又はメチル基であってもよく、水
素原子であってもよい。
　Ｒ１４、Ｒ２４及びＲ３４は、独立に、水酸基、アルキルオキシ基、アルキル基、ヒド
ロキシアルキルオキシ基、アルキルオキシカルボニルアルキルオキシ基、３－アルキルオ
キシ－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ基又はアルキルカルボニルオキシ基である。
【００４１】
　例えば、ＢＡＳＦ社から市販されている、チヌビン４００、チヌビン４０５、チヌビン
４６０、チヌビン４７７、及びチヌビン４７９（いずれも商品名）等を例示できる。具体
的には、２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシプロピル）オキシ］－２－
ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－トリデシルオキシプロピル）オキシ］－２
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－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－ト
リアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフ
ェニル）－１，３，５－トリアジンなどのモノ（ヒドロキシフェニル）トリアジン化合物
；２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－３－メチル
－４－プロピルオキシフェニル）－６－（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－３－メチル－４－ヘキシルオキシフェニル）－６－
（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジンなどのビス（ヒドロキシフェニ
ル）トリアジン化合物；２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ブトキシフェニル）－６－
（２，４－ジブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（２－
ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－ト
リス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル
］－１，３，５－トリアジンなどのトリス（ヒドロキシフェニル）トリアジン化合物等が
挙げられる。
【００４２】
　また、飛翔昆虫誘引阻止の目的では、３００～４００ｎｍ程度の比較的長波長の紫外線
を遮るヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤（例えば、チヌビン４６０、チヌビ
ン４７７（いずれも商品名）等）を使用することができる。
【００４３】
　トリアジン系紫外線吸収剤の含有量は、前記アクリル系共重合体１００質量部に対して
、１０～２０質量部であり、１２～１９質量部であってもよく、１４～１８質量部であっ
てもよい。
【００４４】
　紫外線吸収剤として、粘着剤層には、このほか、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒド
ロキシ－３’－ｔｅｒｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔｅｒｔ－アミル－５’－イソブチルフェニル）
－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－イソブチル－５’－
メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－イ
ソブチル－５’－プロピルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール等の２’－ヒドロ
キシフェニル－５－クロロベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤；２－（２’－ヒドロキシ
－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒド
ロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール等の２’－ヒドロキシフェニルベン
ゾトリアゾール系紫外線吸収剤；２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン
、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２，２’，４，４’
－テトラヒドロキシベンゾフェノン等の２，２’－ジヒドロキシベンゾフェノン系紫外線
吸収剤；２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，４－ジヒドロキシベンゾフ
ェノン等の２－ヒドロキシベンゾフェノン系紫外線吸収剤；サリチル酸フェニル、４－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－フェニル－サリシレート等のサリチル酸エステル系紫外線吸収剤；２－
エチル－ヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、エチル－２－シアノ
－３，３－ジフェニルアクリレート、オクチル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリ
レート等のシアノアクリレート系紫外線吸収剤；ベンゾトリアゾール骨格にアクリロイル
基又はメタクリロイル基を導入した反応型紫外線吸収剤等を有していても良い。
【００４５】
（架橋剤）
　架橋剤は、上記のアクリル系共重合体に含まれる架橋性の官能基同士を架橋する化合物
である。架橋剤としては、イソシアネート系架橋剤、エポキシ系架橋剤、アジリジン系架
橋剤、キレート系架橋剤等が挙げられる。イソシアネート系架橋剤としては、トリレンジ
イソシアネート（ＴＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＭＤＩ）、イソホロン
ジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、水素化トリレ
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ンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート、トリメチロールプロパン変性
ＴＤＩ等が挙げられる。エポキシ系架橋剤としては、エチレングリコールグリシジルエー
テル、１，６－ヘキサンジオールグリシジルエーテル、トリメチロールプロパンジグリシ
ジルエーテル、ジグリシジルアニリン、ジグリシジルアミン等が挙げられる。アジリジン
系架橋剤としては、２，２－ビスヒドロキシメチルブタノール－トリス［３－（１－アジ
リジニル）プロピオネート］、４，４－ビス（エチレンイミノカルボキシアミノ）ジフェ
ニルメタン、トリス－２，４，６－（１－アジリジニル）－１，３，５－トリアジン、ト
リス〔１－（２－メチル）アジリジニル〕フォスフインオキシド、ヘキサ〔１－（２－メ
チル）－アジリジニル〕トリフオスファトリアジン等が挙げられる。キレート系架橋剤と
しては、アルミニウムキレート、チタンキレート等が挙げられる。
【００４６】
　架橋剤は単独で用いてもよいし、２種類以上を併用してもよい。架橋剤の使用量は粘着
剤組成物中の固形分１００質量部に対して、例えば０．０１～１０質量部であり、例えば
０．０５～５質量部である。架橋剤量を適宜調整することで、種々の被着体に対し必要な
粘着物性を発現させることができる。
【００４７】
（溶媒）
　粘着剤組成物の材料を溶解又は分散させる溶媒としては、例えばヘキサン、ヘプタン、
シクロヘキサン等の脂肪族炭化水素、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素、塩化メチ
レン、塩化エチレン等のハロゲン化炭化水素、メタノール、エタノール、プロパノール、
ブタノール等のアルコール、アセトン、メチルエチルケトン、２－ペンタノン、イソホロ
ン等のケトン、酢酸エチル、酢酸ブチル等のエステル、エチルセロソルブ等のセロソルブ
系溶媒等が挙げられる。
【００４８】
　粘着剤組成物の濃度、粘度は、コーティング可能な濃度、粘度であればよく、特に制限
されず、状況に応じて適宜調整することができる。
【００４９】
（その他の成分）
　その他の成分としては、例えば、有機粉体または無機粉体等の充填剤；芳香族エステル
、塩素化パラフィン等の可塑剤；アセチルアセトン等の遅延剤；酸化防止剤；着色剤；帯
電防止剤等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種類以上を併用してもよい
。
【００５０】
（貯蔵弾性率）
　理論に拘泥するわけではないが、発明者らは、ゆず肌の発生を低減させるためには、ウ
ィンドウフィルムの粘着剤層に、ある程度の硬さがあることが有効であると推察している
。より具体的には、粘着剤層の７０℃における貯蔵弾性率が１６～８０ｋＰａであると、
ゆず肌の発生が低減される傾向にある。粘着剤層の７０℃における貯蔵弾性率は、例えば
２０～８０ｋＰａであってもよく、例えば３０～７５ｋＰａであってもよい。
【００５１】
　貯蔵弾性率は、粘弾性測定装置を用いて、１Ｈｚ、７０℃の環境下で、ねじりせん断法
により測定する。貯蔵弾性率を測定する粘着剤層の試料のサイズは、直径８ｍｍ×厚さ３
ｍｍである。
【００５２】
（ウィンドウフィルムの製造方法）
　本実施形態のウィンドウフィルムは、例えば、次のようにして製造することができる。
まず、上述した基材上に、上述した粘着剤組成物を、公知の塗工装置により適宜の厚さに
塗布する。塗工装置としては、ロールコーター、ナイフコーター、ロールナイフコーター
、ファウンテンダイコーター、スロットダイコーター、リバースコーター等が挙げられる
。続いて、８０～１５０℃程度の温度で加熱することにより、粘着剤組成物中の溶媒を除
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去し、粘着剤組成物中の各成分の架橋性の官能基を架橋させる。粘着剤層上には、粘着剤
層を保護するために剥離シートを貼着してもよい。また、粘着剤層を剥離シート上に作製
し、続いて基材上に転写する方法により、ウィンドウフィルムを製造してもよい。
【実施例】
【００５３】
　次に実施例を示して本発明を更に詳細に説明するが、本発明は以下の実施例に限定され
るものではない。
【００５４】
［アクリル系共重合体の製造］
　表１に示すアクリル系モノマーを、表１に示す割合（質量％）で混合して重合させ、製
造例１～６のアクリル系共重合体を製造した。各製造例のアクリル系共重合体の重量平均
分子量をゲルパーメーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）法により測定し、標準ポリス
チレン換算値で表示した結果を表１に示す。なお、表１中の略号の意味は次の通りである
。
　ＢＡ：ブチルアクリレート
　２ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート
　ＥＡ：エチルアクリレート
　ＭＡ：メチルアクリレート
　ＡＡｃ：アクリル酸
　４ＨＢＡ：４－ヒドロキシブチルアクリレート
　ＶＡｃ：酢酸ビニル
【００５５】
【表１】

【００５６】
［実施例１］
　製造例４のアクリル系重合体１００質量部に、表２に示す成分を、表２に示す割合で混
合し、撹拌して均質な粘着剤組成物を得た。表２において、メチルエチルケトンの配合量
は、液体状態での質量部である。また、メチルエチルケトン以外の成分については固形分
換算の質量部である。トリアジン系紫外線吸収剤としてはチヌビン４７７（ＢＡＳＦ社製
ヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤）を用いた。イソシアネート系架橋剤とし
てはコロネートＨＬ（東ソー社製）を用いた。
【００５７】
　シリコーン系剥離剤を塗布したポリエチレンテレフタレートフィルム（剥離シート）の
剥離面上に、ナイフコーターを用いて上記の粘着剤組成物をキャストした。続いて、９０
℃で１分間加熱して溶媒を除去し、厚さ１０μｍの粘着剤層を形成した。続いて、形成さ
れた粘着剤層を、ポリエチレンテレフタレートフィルム（商品名「ルミラーＴ６０」、厚
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さ５０μｍ、東レ社製）に貼着し、実施例１のウィンドウフィルムを得た。
【００５８】
［実施例２、参考例１～３、比較例１］
　製造例４のアクリル系重合体の代わりに、それぞれ製造例１～３及び５～６のアクリル
系重合体を用い、表２に示す成分を、表２に示す割合で混合した以外は実施例１と同様に
して、それぞれ実施例２、参考例１～３及び比較例１のウィンドウフィルムを得た。
【００５９】
【表２】

【００６０】
［白濁性の測定］
　実施例１～２、参考例１～３及び比較例１で用いた５ｍｌの粘着剤溶液を、ガラス瓶（
口内径×胴径×高さ：14.5mm×27mm×55mm、容量20ml）に入れ、これを80℃の恒温器内に
24時間保管して粘着剤溶液中の溶媒を揮発させた後、23℃の室温環境下に取り出した。同
環境下にて24時間調温したのち、粘着剤の透明性を目視にて評価した。
　白濁が認められ粘着剤越しの視認性が得られないものを×、白濁が認められるが粘着剤
越しの視認性が僅かに得られるものを△、白濁が認められず透明なものを○と評価した。
メチルアクリレートモノマー単位を、アクリル系共重合体の固形分を基準として２０質量
％以下に減らすことにより、白濁を防止することができた。
【００６１】
［写像性の測定］
　実施例１～２、参考例１～３及び比較例１のウィンドウフィルムを、１５×７ｃｍに切
断し、ウィンドウフィルムの作製後３時間以内に、３０枚積層させて２枚のフロートガラ
ス板の間に挟んだ。これに１９６ｍＮ／ｃｍ２の荷重を加えて７０℃環境下に１週間静置
させた。続いて、２３℃、５０％相対湿度環境下１日以上放置し、調温調湿させた。その
後、フロートガラス板からウィンドウフィルムを取出し、写像性を測定する試料とした。
【００６２】
　写像性の測定は、写像性測定装置「ＩＣＭ―１Ｔ」（商品名、スガ試験機株式会社製）
を使用して、ウィンドウフィルムの粘着剤層を光源に向けた状態で写像性測定装置の試料
台に設置し、試料台角度４５度、透過モード、くし幅０．１２５ｍｍにて写像性を測定し
た。
【００６３】
　結果を表３に示す。実施例１～２、参考例１～３のウィンドウフィルムは写像性８０％
を達成することができた。
【００６４】
［粘着力の測定］
　製造から１４日後の、実施例１～２、参考例１～３及び比較例１のウィンドウフィルム
を試料として、粘着力を測定した。まず、各ウィンドウフィルムを幅２５ｍｍ、長さ２５
０ｍｍに切断した。続いて、各ウィンドウフィルムを２ｋｇローラーを使用して圧着回数
一往復でフロートガラス板に圧着した。続いて、２３℃、相対湿度５０％の環境下で２４



(14) JP 2016-114879 A 2016.6.23

10

20

30

時間放置した。続いて、引張試験機（オリエンテック社製、商品名「テンシロン」）を用
い、剥離速度３００ｍｍ／分、剥離角度１８０°の条件で粘着力を測定した。
【００６５】
　結果を表３に示す。実施例１～２、参考例１～３のウィンドウフィルムは粘着力１０Ｎ
／２５ｍｍを達成することができた。
【００６６】
【表３】

【００６７】
［貯蔵弾性率の測定］
　実施例１～２、参考例１～３及び比較例１のウィンドウフィルムの粘着剤層を積層させ
て、直径８ｍｍ×厚さ３ｍｍサイズの試料を得た。これらの試料について、粘弾性測定装
置（Ａｎｔｏｎ　Ｐａａｒ社製、装置名「ＭＣＲ３００」）を用いて、１Ｈｚ、７０℃の
環境下で、ねじりせん断法により貯蔵弾性率を測定した。
【００６８】
　結果を表３に示す。ゆず肌の発生が低減された、実施例１～２、参考例１～３のウィン
ドウフィルムの粘着剤層は、７０℃における貯蔵弾性率が１６～８０ｋＰａの範囲にあっ
た。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明によれば、ゆず肌の発生が低減され、粘着剤層の白濁が防止できて、かつ優れた
紫外線吸収性能を有するウィンドウフィルムを提供することができる。また、優れた紫外
線吸収性能を有することによって、紫外線による基材フィルムの劣化防止、粘着剤自体の
劣化防止、退色防止が期待できるほか、太陽光中の紫外線カット、飛翔昆虫誘引阻止等を
目的とするウィンドウフィルムとして利用が期待できる。
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